
2.トドマツ・エゾマッを主とする天然林施業

1.試典担当者
北海嶺支湯娱 寺端康正ほか

全研究室共同

2•試験目的

1. 稚囲の発生の機作を解明する〇

2. 愈樹の定消に関与する因子を明らかにし,定着方法を琮立する。

3. 林分型ごとの収獲と生長の囲係を辭功し,拍終的には淅伐作業にたいする収録予想表を渦

翌する〇 ' •

4. 伐採と枯損の加係を解明する。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

丽劉目標は次の3項目においた

1. 稚菌の発生消長の桜作の塩明

2. 林分型依の収擾予想方法の確立

3. 伐採と枯痂との関係解析

定山溪実吸林 < 天然林>内K 5 0 X 6 0 0 mの带歌皆伐带を作り,この帯の设諜前に必耍と 

思われるすべての調査を行ない,伐採後は上記3項目逹成のための必要な固定胡垸区を多数設 

定した〇

各彈の処理の了でのトト〜ツ稍子の発芽(天然及人工下培)稚苗,稚樹の生畏とこれ【て彩響を 

及ぼす原因,伐採と枯損との街遠などを秘松朔廃中である。

4. 昭和4 6年度の試験計画 ・

实娠及び;阅奁を卷続するが,本年度江とくに保芯の面<病留,風,鳥)から稚苗消失の韻:因

を追及する。

3.ブナ帯の樹種更改技術

1試敝担当者

束北支鶏育林部長 IB 谷 孝 —

" 育林第一研咒室畏 古 川 忠 ほか

" 育林箔二斫究室長 加 註 •亮 助 ほか

" 育林第三研究室長 藤 田 桂 治 はか

2•試験目的
來北地方の知也林(ては老令過熱の広東界天然林が多く,生球カ拘強のためには生長旺盛な度 

艮册芙璃林田慵CS史改をおこ左う必吸がなるが,この地帯では丧繩条件カ:不利で,しかも造林 

康験も乏しい。これらの圖係を究明し,成林の磴哭をはかる必薮がちる。

このため東北!也方のブナ帝上部忙没定した缅洩改試験地なよび各特遣林地の環境,生長麻 

資をわこない,この地帯における沛(3更改の可能性について究明する。

3. 昭和4 5年度の経通とえられた結果

1. ブナ林上郃熨ポドゾル化土坡弛坡の圈琳更改試験 弘前密f内号木山嬉区で実苑,スギ, 

カラマツ,トト•マッを主として,植栽後11年曜,造林木の魏M実態設秃により技おにょ 

るぽ害回避の見とむしがえられつっあり。

2. 川幷羿汶内早•池零山囹瑾更改試狗！呉、Xび久慈署留内安気樹程吏改試豌地,前者では混柩 

カラマツの伐採,整理,後諸•では生艮実如税査を夹拖した,

3. 矢后署當内手代沢就脉更改試願也生長実態囘狂を夷站、カバツ,スギの生長は比仗的 

良好であるが,多也は締加しつつある。

4. 昭和4 5年度の試験計画

1. 岩木山試験堆 .

秋率 枝打(スギ,カラマツ>前年變処理区の浅密韵於 徳肥

2. 早池峯山試駁炮

混仙カラマツ輕理後の林分調表

3. 手代沢試験地

区画整理


